
 皆様、本日はお忙しい中ご参加いただき、誠にありがとうございま
す。社長の古宮です。

 本日は、2025年3月期第2四半期決算実績、2025年3月期通期業績
予想及び配当予想、セグメントの状況、中期経営計画の取り組み状
況と、JR九州高速船における安全確保に関わる重大な問題の発生に
ついてご説明いたします。

 まず、「2025年3月期第2四半期決算実績」について説明します。5
ページをご覧ください。









 営業収益は、鉄道事業を始めとした各事業における需要が回復したこと
などにより、対前年で176億円増の2,084億円となりました。

 営業利益は、営業収益の増加により、対前年で27億円増の295億円。
EBITDAも、対前年で51億円増加し、476億円となりました。

 また、親会社株主に帰属する中間純利益は、前年に実施しましたドラッ
グイレブン株式の売却に伴う譲渡益の減などにより、対前年で53億円減
の226億円となりました。

 次に、｢通期業績予想｣について説明します。10ページをご覧ください。











 通期業績予想及び配当予想については、8月6日公表の予想から変
更しておりません。

 なお、昨日11月6日の取締役会において中間配当を一株当たり
46.5円で実施する旨を決議いたしました。

 引き続き、各セグメントにおける収入費用の動向を注視しつつ、今
期業績予想及び中期経営計画の数値目標達成に向けた各種施策を推
進してまいります。

 次に、「セグメントの状況」について説明します。15ページをご
覧ください。











 運輸サービスセグメントにおいては、鉄道旅客運輸収入は8月に発生
した地震や台風などの自然災害の影響を受け、想定に対して若干下回
る結果となりました。

 内訳を見ますと、特に定期外収入が想定よりもやや弱含みとなりまし
たが、定期収入が想定よりもやや強含みで推移しており、通期では挽
回可能な水準と認識しております。

 鉄道事業の費用については、新人事・賃金制度により人件費が前年か
ら増加していますが、ほぼ想定通りに推移しています。

 今後もトップラインの状況を注視しながら、コストコントロールを進
めてまいります。

 次のページをご覧ください。



 次に、鉄道事業のインバウンドの状況について説明します。

 第2四半期のインバウンド収入は、8月の自然災害の影響を受け前期
の上期とほぼ同水準で推移しました。

 インバウンド収入の過半を占めるJR九州レールパスの発売数は、対
前年110％強で推移しております。

 地域別販売先について、今期は中国からのお客さまのご利用の回復
が継続しております。

 18ページをご覧ください。





 次に、不動産・ホテルセグメントについて説明します。

 まず、不動産賃貸事業について、駅ビルのテナント売上高は、引き
続きJR博多シティが牽引し、全体として対前年110%を超えて推移
いたしました。

 なお、前年11月に開業したアミュプラザ長崎新館が通年で寄与いた
します。

 また、オフィスビルや賃貸マンションの入居率については、引き続
き堅調に推移しております。

 次のページをご覧ください。



 次に、不動産販売事業について説明します。

 分譲マンション販売は当社初の東京での開発物件である「MJR深川
住吉」含めて前年に対して増収で想定通りに推移しております。

 なお、前年の第1四半期に実施した賃貸マンションの売却の反動の影
響があり、不動産販売事業全体としては減収となりました。

 次のページをご覧ください。



 次に、ホテル事業について説明します。

 ADRについて、引き続きインバウンド比率の高いホテルが牽引し、
想定を上回る水準で推移しました。

 また、稼働率は前期の第4四半期をやや上回る水準でほぼ想定通りに
推移しております。

 なお、8月の日向灘を震源とする地震の発生など自然災害の影響は限
定的であったと認識しています。

 次のページをご覧ください。



 流通・外食セグメントについては、小売と飲食の既存店がいずれも
好調に推移するとともに、前期に開店した店舗も順調に推移したこ
となどから増収増益となりました。

 特に既存店については駅立地店舗、郊外等の店舗いずれも好調に推
移し、お客さま単価も前期をやや上回る水準で推移しております。

 次に、「中期経営計画の取り組み状況」について説明します。24ペ
ージをご覧ください。







 当社は、2030年長期ビジョンの実現に向け、2024年度までの3か年
の中期経営計画において、「成長軌道への復帰を図る」ステージと
し、3つの重点戦略を推進しており、今期はその最終年度となりま
す。

 次のページをご覧ください。



 まず、鉄道事業の事業構造改革について、未来鉄道プロジェクトの中から２つトピッ
クを説明します。

 １つ目は、QRチケットレスサービスについてです。

 これは、きっぷを窓口や券売機で受け取ることなく、スマートフォンなどを利用して
ご乗車いただけるサービスです。本年9月末のサービス開始以降、対象商品の約67％
でご利用いただいています。お客さま利便性向上に寄与するとともに、駅窓口や指定
席券売機の混雑緩和にもつながると期待しています。

 2つ目は、多機能検測車BIG EYEの本格運用開始についてです。

 現在、BIGEYEを使って、九州内のすべての在来線において、線路やホーム、トンネ
ルなどの設備に関するデータの収集・蓄積を始めました。併せて、効率的な点検の実
現に向けて、線路設備の異常状態を自動判別するAIの開発等に着手する予定です。

 今後もお客さまの利便性向上とコスト削減など、鉄道の持続性向上のための施策の検
討と実施を進めてまいります。

 次のページをご覧ください。



 次に、西九州新幹線開業効果の最大化について説明します。

 開業2年目の西九州新幹線の1日あたりのご利用者数は、1年目を超
える水準で推移しております。また、定期ご利用者数は、開業以降
引き続き増加しており、新幹線の利便性を認知いただけていると考
えております。

 また、開業2周年を記念したイベントを沿線各駅で開催するなど賑
わいを生み出すとともに、今年10月よりICカード乗車券
「SUGOCA」の利用可能エリアを西九州エリアで拡大しお客さまの
利便性向上に取り組みました。

 引き続き西九州エリアの賑わい創出を通して、西九州新幹線効果の
最大化を目指してまいります。

 次のページをご覧ください。



次に線区別収支の開示について説明します。

今年度も8月に当社エリア内のご利用が少ない線区について収支を開
示いたしました。

また、鹿児島県の南部にある指宿枕崎線 指宿駅～枕崎駅間では「将
来のあり方に関する検討会議」を8月に設置いたしました。今後も、
地域のみなさまとともに建設的な議論を行ってまいります。

次のページをご覧ください。



次に、昨年8月に開業した、日田彦山線BRTひこぼしラインの状況につい
てご説明します。

開業から１年が経過しましたが、通学や通院など日常でのご利用によっ
て、継続して鉄道時代よりも多くのお客さまにご利用いただいています。
鉄道時代を上回る数の駅の設置や、柔軟なルート設定などがお客さまにご
好評いただいていると考えております。

また、県内・県外から日田彦山線BRTをご利用いただく方へスマートフォ
ンアプリ「my route」を通して、フリーチケットと特典がセットになっ
たきっぷを発売するMaaS実証実験などに取り組んでおります。

今後もこのような取り組みを通して、BRTの利便性向上や利用促進につな
げてまいります。

次のページをご覧ください。



 次に、ESGの取り組みついて説明します。

 環境の取り組みについて、今年度はグループ全体のスコープ3につ
いて把握、開示を行いました。また、CO2実質ゼロ化サービスやボ
トルtoボトルの取り組みなど、経済性も考慮した排出量削減の取り
組みを推進しています。

 また、従業員意識調査について、総合満足度が前期から0.09ポイン
ト向上しました。全社員を対象としたマネジメントとの意見交換会
や今年度から開始した人事・賃金制度の改正がプラスに働いている
と認識しています。

 従前より課題であった「評価・処遇に対する満足度」について、評
価者を対象とした研修を実施し、公平で納得感のある人事評価を行
えるように取り組んでまいります。

 31ページをご覧ください。





 最後に、「JR九州高速船株式会社における安全確保に関わる重大な問
題」の現状についてご説明いたします。

 本年8月の問題発生以降、皆さまにご心配やご迷惑をおかけしておりま
す。申し訳ございません。

 本件について、9月17日に国土交通大臣より「輸送の安全の確保に関す
る命令」及び「安全統括管理者及び運航管理者の解任命令」を受領した
ことをうけ、10月31日に国土交通大臣に対して改善報告書を提出いたし
ました。

 また、9月より外部の専門家で構成される第三者委員会を設置し、再発防
止策等に関する助言を受けることとしておりますが、今月11月中に報告
書を受領できると聞いております。

 国土交通大臣に対して提出した改善報告書に記載した対策に加え、第三
者委員会の提言を踏まえ再発防止策を深度化させ、今後は安全管理体制
の構築と恒久的なハード対策が整えば運航を再開したいと考えておりま
す。

 以上でご説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。






















